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3. d1   d2 を求め，それを簡易的な高さ hとする．
4. 食物の凸包を求め，表面積 S を求める．






は 1 つ 60[g] の白色粘土を 4 つ．使用する食器は白色の円形食
器である．実験は以下の手順で行なった．
1. 粘土 240[g]を皿に載せて体積を取得する．
2. 手順 1を 5回繰り返し，その平均値を算出する．
3. 粘土を 60[g]ずつ減らし，粘土が無くなるまで手順 1から 2
を行う．
食事の減少過程を図 1，体積算出の結果を表 1に示す．
(a) 240g: RGB画像 (b) 240g: ポイントクラウド
(c) 120g: RGB画像 (d) 120g: ポイントクラウド
図 1: 食事の減少過程
表 1: 粘土の体積とその減少率
粘土 [g] 体積 [cm3] 残量 [%] 減少率 [%]
240 452.4 100.0
180 308.6 68.2 -31.8
120 177.4 39.2 -29.0
60 67.8 15.0 -24.2









[1] 高麗 友里子，大塚 雄一郎，井上 智雄『食事状況認識による
テーブル型リアルタイム料理推薦システム』情報処理学会研
究報告，Vol.2010-DPS-145，No.18，2010




[3] 渡邊 俊彦，齊藤 祐一『強化学習に基づくファジィ RANSAC
アルゴリズム』日本知能情報ファジィ学会第 28回ファジィ
システムシンポジウム，Vol.28，pp.991-993，2012
[4] 二石 佳南，鈴木 拓央，小林 邦和『弁当食器を対象とした食
事量推定のための 3 次元点群レジストレーション』計測自
動制御学会第 18回システムインテグレーション部門講演会
(SI2017)，No.3D1-10，pp.2973-2978，2017
